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第42号

令和5年6月15日

令和5年6月15日

第42号
発行：くびき野森林組合

第
22
回
総
代
会　

開
催

議案審議状況

横田代表理事 組合長　挨拶

議長 秋山順一様　登壇

上越森林管理署 署長 田中様　ご祝辞

　

く
び
き
野
森
林
組
合
第
22
回
通
常
総
代

会
を
四
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
二
時
か

ら
、
頸
城
区
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館

に
於
い
て
開
催
し
、
総
代
総
数
二
〇
〇
名

中
、
一
七
三
名
（
本
人
出
席
六
七
名
・
書

面
出
席
一
〇
六
名
）
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
基
本
的
対
処
方
針
が
一
部
変
更
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
四
年
ぶ
り
に
ご
来
賓

と
し
て
、
上
越
森
林
管
理
署
署
長
田
中

様
、
新
潟
県
上
越
地
域
振
興
局
農
林
振
興

部
副
部
長
（
森
林
・
林
業
担
当
）
渡
辺

様
、
上
越
市
農
林
水
産
整
備
課
課
長
高

嶋
様
、
新
潟
県
森
林
組
合
連
合
会
系
統

事
業
部
長
二
宮
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
総
代
会
で
は
、
議
案
一
一
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
上
越
市
牧

区
切
光
の
総
代
・
秋
山
順
一
様
が
選
任
さ

れ
、
議
事
の
進
行
を
執
り
行
っ
て
い
た
だ

き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
、
総
代
会
で
承
認
さ

れ
た
議
案
の
概
要
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
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第42号

令和5年6月15日

提 出 議 案
第１号議案　　令和4年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、注記表、附属明細書の承認に

ついて　別記のとおり承認を求める。

第２号議案　　令和５年度事業計画書の承認について　別記のとおり承認を求める。

第３号議案　　取扱手数料率決定について次のとおり承認を求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(組合員)　 (組合員外)　

１．造林補助金取扱手数料　　補助額の　　7％　　 　10％
２．受託造林手数料　　　　　事業費の　 15％　　    20％
３．受託販売手数料　　　　　売上額の　　5％　　　　8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．森林調査手数料　　　　　評価額、100万円未満までは実費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　100万円以上は5％以内
５．面積調査手数料　　　　　１件当り7,000円
　　　　　　　　　　　　　　面積10a当り500円
６．森林保険金手数料　　　　てん補額の10％
７．農林漁業資金取扱手数料　貸付額の0.5％　
８．各種証明手数料　　　　　１件当り2,000円
　　　　　　　　　　　　　　証明の内容により決めることもある。
９．その他手数料については理事会に一任願いたい。

第４号議案　　受託販売仮渡金の限度額決定について次のとおり承認を求める。
１．仮渡金の限度額、販売予定額の80％以内

第５号議案　　余裕金預入先決定について次のとおり承認を求める。
１．余裕金預入先
　　えちご上越農業協同組合、第四北越銀行、上越信用金庫、ゆうちょ銀行

第６号議案　　令和５年度借入金の最高限度額と借入先の決定について次のとおり承認を求める。
１．令和４年度借入金最高限度額 70,000千円
２．借入先　新潟県森林組合連合会、えちご上越農業協同組合、
　　　　　　第四北越銀行、上越信用金庫、日本政策金融公庫、農林中央金庫

第７号議案　　令和５年度一組合員に対する貸付金の最高限度額及び貸付利率の承認を求める。
貸付額の最高限度額 5,000千円以内
貸付金の利率 年6.0%以内
制度資金は法定又は農林中央金庫の貸付限度額とする。

第８号議案　　役員報酬総額を次のとおり承認を求める。
理事報酬額 3,500,000円以内、監事報酬額 500,000円以内として各人の額はそれぞれ理事会、
監事会に一任願いたい。

第９号議案　　くびき野森林組合維持管理主体林道転用（用途変更・廃道）についての承認を求める。

第10号議案　　定款・規約の変更について、別記のとおり承認を求める。
＊変更箇所多数のため省略

第11号議案　　役員の選任について

＊第８回総代選挙結果について（報告）
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第42号

令和5年6月15日

第１号議案　業務報告書（抜粋） 
　当組合の令和４年度事業は事業総収益330,627千円（計画対比106.7%）と目標値を大きく上回ることができまし
た。事業総利益は72,949千円（計画対比98.6%）となり、当期剰余金10,735千円を計上することができました。
　日頃特段の御理解と御協力をいただきました組合員各位､ また御支援と御指導を賜りました行政、団体各位に心よ
り御礼を申し上げます。

Ⅰ．貸借対照表
資産の部

部　　門 金　　額
流動資産 320,309,207
固定資産 150,248,387
繰延資産 0
資産合計 470,557,594

令和５年２月28日現在（単位：円）
負債・資本の部

部　　門 金　　額
流動負債 49,311,879
固定負債 0
自己資本 421,245,715

負債・資本合計 470,557,594

Ⅱ．損益計算書
収　　益

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 0
販　　売 販　　売 36,552,599

森林整備

森林整備 36,349,383
利　　用 253,225,119
福利厚生 42,354

購買（事業物資） 4,458,376
金融（事業資金） 0

合　　　計 (1) 330,627,831
事業総利益　(1) － (2) = 72,949,028(3)

費　　用
部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 3,005,170
販　　売 販　　売 24,808,741

森林整備

森林整備 24,186,951
利　　用 201,094,085
福利厚生 0

購買（事業物資） 4,583,856
金融（事業資金） 0

合　　　計 (2) 257,678,803

Ⅲ．事業管理費　　　　　　　　　
区　　　分 金　　　額
人　件　費 53,369,082
旅費交通費 196,312
事　務　費 2,687,474
業　務　費 3,499,148
諸税負担金 1,859,363
施　設　費 5,666,503
雑　　　費 252,924
合　　　計 (4) 67,530,806

事業利益　(3) － (4) = 5,418,222(5)

Ⅳ．事業外損益　　　　　　　　　
区　　　分 金　　　額
事業外収益 4,594,440
事業外費用 62,630
合　　　計 (6)　　　　 4,531,810

経常利益　(5) ＋ (6) = 9,950,032(7)

Ⅴ．特別損益　　　　　　　　　　
区　　　分 金　　額
特 別 利 益 4,547,673
特 別 損 失 0
合 　 　 計 (8)　　　　 4,547,673

税引前当期純利益　(7) ＋ (8) = 14,497,705(9)区　　　分 金　　　額
法人税及び住民税 (10) 3,762,700
前期繰越剰余金 (11) 9,998,434

Ⅵ．令和４年度剰余金処分案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
科　　目 積算内訳 小　　計 合　　計
任意積立金 施設更新積立 12,000,000 12,000,000

次期繰越剰余金 8,733,439

次期繰越剰余金中、教育情報資金は 540,000円である。

当期未処分余剰金　(9)－(10)＋(11) = 20,733,439
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第42号

令和5年6月15日

第２号議案   

Ⅰ．事業計画書（抜粋）    
・組合経営の健全化、労務体制の確立と労働安全対策を十分に図り、組合の安定的な発展に努めます。
・組合員の関心をどう高めるか、どうしたら利用される組合であるか、組合員のための組合であることを認識の
上、事業の展開を進めます。

・本年度計画の「第３期中期経営計画」（R５～７年度）に基づき経営の安定を進めます。 
・前年度に導入した高性能破砕機で廃棄物処理事業の更なる拡大を進めます。 
・「森林環境譲与税」については上越市との連携を図り、水源涵養・国土保全等多機能にかかわる森林の整備を
積極的に進めます。

Ⅱ．損益及び計算書
収　　　益

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 0
販　　売 販　　売 24,928,000

森林整備

森林整備 34,972,000
利　　用 262,853,000
福利厚生 30,000
購　　買 4,478,000

金融（事業資金） 0
合　　計 (1) 327,261,000

計画事業総利益　(1) － (2) = 72,560,000(3)

自 令和５年３月１日　至 令和６年２月29日（単位：円）
費　　　用

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 2,675,000
販　　売 販　　売 11,580,000

森林整備

森林整備 25,597,000
利　　用 210,449,000
福利厚生 0
購　　買 4,400,000

金融（事業資金） 0
合　　計 (2) 254,701,000

Ⅲ．事業管理費　　　　　　　　　
区　　　分 金　　　額
人　件　費 47,223,000
旅費交通費 396,000
事　務　費 2,712,000
業　務　費 3,982,000
諸税負担金 2,015,000
施　設　費 7,050,000
雑　　　費 641,000
合　　　計 (4) 64,019,000

計画事業利益　(3) － (4) = 8,541,000(5)

Ⅳ．事業外損益　　　　　　　　　
区　　　分 金　　　額
事業外収益 957,000
事業外費用 0
合　　　計 (6) 957,000

計画経常利益　(5) ＋ (6) = 9,498,000(7)

Ⅴ．特別損益　　　　　　　　　　
区　　　分 金　　　額
特 別 利 益 0
特 別 損 失 500,000
合　　　計 (8) ▲ 500,000

計画税引前当期純利益　(7) ＋ (8) = 8,998,000(9)
区　　　分 金　　　額

法人税及び住民税 (10) 2,168,000
前期繰越剰余金 (11) 8,733,000

当期未処分余剰金 (9) － (10) ＋ (11) =15,563,000 円
を計画しています。

第3号議案から第11号議案までについては、原案（前記記載）どおり承認（選任）されたため省
略させていただきます。       
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新
任
役
員
紹
介

第42号

令和5年6月15日

　

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
よ
り
、
く
び
き
野
森
林
組
合
の

事
業
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
令
和
5
年
4
月
27
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
当
組
合
第
22
回
通
常
総
代
会
で
理

事
15
名
、
監
事
3
名
が
選
出
さ
れ
、
そ
の

後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
私
が
前
期
に

引
き
続
き
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
足
掛
け
4
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
当
組
合
は
順
調
に
成
長
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
道
路
、
海
岸
、
河
川
、
公
園
等

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
維
持
の
業
務
が
年
々
拡

大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
反
面
、
本
来
の

業
務
で
あ
る
森
林
整
備
は
、
木
材
価
格
低

迷
も
あ
り
、
施
業
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん

が
「
森
林
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
と

森
林
整
備
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
て
販
売
す
る
「
Ｊ
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
が
国
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ

と
で
森
林
整
備
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
迫
り
く
る
人
口
減
少
時
代
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
人
手
不
足
、
人
材
不
足
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
在
の
経
営
体
力
を

生
か
し
て
待
遇
改
善
を
図
り
、
職
員
の
教

育
と
研
修
、
機
械
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
促
進
で

当
組
合
を
魅
力
あ
る
職
場
に
し
て
い
く
こ

と
で
上
越
の
林
業
の
未
来
を
築
く
人
材
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
世
へ
伝
え
る
美
し
い
森
づ
く
り
を
心

掛
け
な
が
ら
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組

合
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

組
合
長
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

横
田

　
力

・
理
事
（
地
区
外
）　

齊
京
貴
子
上
越
市
西
吉
尾

　

任
期
の
間
、
色
々
勉
強

さ
せ
て
頂
き
、
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
事
が
出
来

た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
理
事
（
頸
北
地
区
）　

新
保
哲
男
頸
城
区
花
ケ
崎

　

地
域
協
議
委
員
・
町
内

会
長
な
ど
務
め
て
お
り
、

微
力
な
が
ら
森
林
保
全
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

・
理
事
（
頸
中
地
区
）　

西
條
良
一
三
和
区
北
代

　

土
地
改
良
関
係
に
長
く

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今

後
は
林
業
振
興
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

　
第
22
回
総
代
会
に
お
い
て
、理
事
15
名
、

監
事
3
名
が
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
理
事
会
・
監
事
会
、
後
日

開
催
の
総
務
・
業
務
委
員
会
に
お
い
て
、

役
員
の
役
職
分
担
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
任
役
員
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

・
理
事
（
頸
中
地
区
）　

丸
山
　
進
牧
区
川
井
沢

5
月
上
旬
に
な
る
と
広

葉
樹
、
針
葉
樹
に
み
ご
と

な
山
藤
が
咲
き
、
山
は
良

い
な
と
思
い
つ
つ
も
山
の
手
入
れ
が
な
さ
れ

て
な
い
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
初
め
て
の

役
員
と
し
て
、
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
理
事
（
地
区
外
）　

三
浦
絵
里
上
越
市
茶
屋
ケ
原

　

森
と
共
に
あ
る
暮
ら
し

に
つ
い
て
、
里
山
の
大
先

輩
方
か
ら
日
々
勉
強
中
で

す
。
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

・
監
事
（
上
越
・
名
立
地
区
）　

池
田
一
之
　
上
越
市
朝
日

　

微
力
で
す
が
組
合
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
職
責
を
果
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

役割分担
役職 氏名 住所
代表理事
組合長 横田　力 吉川区国田

副組合長 佐藤昭夫 上越市岩木

代表監事 山本一也 吉川区原之町
総務
委員長 曽田益良 柿崎区東谷内
総務
副委員長 石川正一 上越市中ノ俣
業務
委員長 小林正夫 上越市五智
業務
副委員長 笹川正好 名立区名立大町
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第42号

令和5年6月15日

永
井
　
裕
太

　

令
和
4
年
10
月
よ
り

職
員
に
な
り
、
く
び
き
野
森
林
組
合
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
永
井
裕
太
と
申
し

ま
す
。

　

前
職
で
は
道
路
建
設
会
社
に
勤
め
、
施

工
管
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
林
業

に
は
初
め
て
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
前
職
で
の
施
工
管
理
の

経
験
を
活
か
し
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
毎
日
外
仕
事
で
す
ご
く
疲
れ
ま
す

が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
立
木
を
倒
し
た
り

造
材
し
た
り
す
る
作
業
は
と
て
も
楽
し
く

て
毎
日
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
作
業
し
て
い

ま
す
。危
険
な
作
業
が
と
て
も
多
い
の
で
、

注
意
を
払
い
な
が
ら
作
業
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

組
合
員
様
や
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
岡
　
朋
大

　

令
和
4
年
10
月
よ
り

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
平
岡
朋
大

と
申
し
ま
す
。

　

初
め
て
林
業
に
携
わ
る
事
に
な
り
、
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が

先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

で
も
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
ば
か
り

や
っ
て
き
た
為
、
体
力
面
な
ど
き
つ
い
部

分
も
あ
り
作
業
中
も
大
変
な
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
事
故
や
怪
我
、
熱
中
症
な
ど
に

気
を
付
け
て
安
全
作
業
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
林
業
を
通
し
地

域
や
地
元
の
方
々
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

栁
澤
　
拓
実

　

今
年
の
4
月
か
ら
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
栁
澤
拓
実
で

す
。

　

春
に
高
校
を
卒
業
し
て
社
会
人
に
な
っ

た
ば
か
り
で
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
大
変

で
す
が
新
し
い
発
見
も
多
く
楽
し
い
毎
日

新
職
員
紹
介

3
名
の
新
職
員
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

職
員
・
森
林
整
備

　
　
　
技
術
員
募
集

　

職
員
お
よ
び
森
林
整
備
技
術

員
（
期
間
雇
用
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
仕
事
内
容
は
刈
払
機

で
の
下
草
刈
り
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
の
伐
採
、
重
機
の
運
転

な
ど
で
す
。
森
林
整
備
に
興
味

の
あ
る
方
、
体
力
の
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
丈
夫
な

体
を
作
り
た
い
方
に
最
適
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
内
藤
）

　

令
和
５
年
4
月
末
を
持
ち
ま
し
て
、
元

参
事
の
大
滝
忍
さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
50
年
に
頸
城
村
森
林
組
合
へ
入

組
さ
れ
て
以
来
、
頸
北
森
林
組
合
支
所

長
、
く
び
き
野
森
林
組
合
参
事
を
務
め
ら

れ
、
組
織
運
営
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
参
事
を
退
任
さ
れ
て
か

ら
は
参
与
と
し
て
組
合
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
組
織
運
営
の
職
務
を
遂
行
す

る
傍
ら
、「
空
師
」
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
空
師
と
は
10
ｍ
を
優
に
超
え
る

木
に
登
り
、
伐
採
作
業
を
す
る
特
殊
な
仕

事
で
す
。
後
進
の
育
成
も
さ
れ
、
特
殊
技

術
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
柱
を
失
う
こ
と
は
組
合
に
と
っ

て
痛
手
で
す
が
、
新
し
い
芽
を
育
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
て
参
り
ま

す
。
大
滝
さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

で
す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
資
格
を
取
り
、

多
く
の
仕
事
を
覚
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
大
変
な
毎
日
が
続
く
と
思
い
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
現
場
で

は
先
輩
方
の
動
き
を
見
て
先
を
考
え
て
、

経
験
と
知
識
を
積
ん
で
皆
さ
ん
に
貢
献
で

き
る
よ
う
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
作
業
中
の
ケ
ガ
や
熱
中
症
に

気
を
付
け
て
安
全
最
優
先
で
作
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
知
ら
な
い
事
ば
か
り

で
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高所特殊作業

退職者の
お知らせ

大滝 忍さん
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混
合
燃
料
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
と
ガ
ソ

リ
ン
を
混
ぜ
た
も
の
）
を
使
用
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
混
合
比
が
あ
り
、
間
違
え
る
と

機
械
の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

燃
料
を
30
日
以
上
使
用
し
な
い
場
合
は
劣

化
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
使
い
切
る
か
、

新
品
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
が
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼

に
関
わ
り
、
内
部
の
燃
焼
状
態
の
判
断
材

料
に
な
り
ま
す
。
中
心
の
色
が
茶
色
↓
正

常
、
白
色
系
↓
燃
料
が
薄
い
、
黒
色
系
↓

燃
料
が
濃
い
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
プ

ラ
グ
の
電
極
の
減
り
が
な
い
か
、
隙
間

ギ
ャ
ッ
プ
は
正
常
か
の
確
認
を
し
ま
す
。

状
態
に
よ
り
ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
・
紙
や
す
り

な
ど
で
電
極
部
分
を
掃
除
し
ま
す
。
す
る

と
新
品
同
然
火
花
が
復
活
し
ま
す
。ま
た
、

新
品
の
プ
ラ
グ
を
交
換
し
て
も
火
花
が
飛

ば
な
い
場
合
は
点
火
コ
イ
ル
の
故
障
が
疑

わ
れ
ま
す
。

刈
払
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
Ⅱ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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長
期
間
の
使
用
に
よ
り
各
フ
ィ
ル
タ
の

汚
れ
・
劣
化
が
酷
く
な
り
、
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
写

真
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
掃
除

を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
燃
料
の
濃
い
・

薄
い
の
調
整
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

質
問
を
受
け
ま
す
が
、
フ
ィ
ル
タ
関
係
を

新
品
に
交
換
す
れ
ば
大
体
は
正
常
な
混
合

比
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

長
期
間
の
使
用
に
よ
り
排
気
ポ
ー
ト
、

マ
フ
ラ
ー
出
口
に
カ
ー
ボ
ン
が
蓄
積
し
ま

す
。
そ
の
た
め
排
気
が
上
手
く
抜
け
な
く

な
り
エ
ン
ジ
ン
の
調
子
が
悪
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ま
れ
に
土
蜂
が
マ
フ
ラ
ー
に

巣
を
作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
穴
が

全
部
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
エ
ン
ジ
ン
が

掛
か
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
で
排
気
口
の
穴
を
突
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ま
と
め

　

今
回
は
大
ま
か
な
ポ
イ
ン
ト
の
み
と
し

ま
し
た
。
普
段
か
ら
掃
除
を
こ
ま
め
に
し

て
い
れ
ば
気
づ
く
点
が
い
く
つ
か
あ
る
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
人
間
も
機
械
と
同
じ

で
不
調
が
出
て
く
る
前
に
定
期
的
に
点
検

す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

燃
料
に
つ
い
て

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
に

つ
い
て

去
年
に
引
き
続
き
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
つ
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

（
佐
藤
）

刈払機全景

スパークプラグ
黒色がかった例
電極の掃除が必要

燃料フィルター
使用感あるが問題なし

エアフィルター
新品

エアフィルター
掃除が必要

マフラー

3
燃
料
フ
ィ
ル
タ
・
エ
ア
ー

フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て

4
マ
フ
ラ
ー
に
つ
い
て
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日
本
の
美
し
い
四
季
に
歌
わ
れ
る
「
ふ
る
里
の

や
ま
」
が
荒
れ
放
題
で
有
害
鳥
獣
の
す
み
か
に

な
っ
て
し
ま
い
自
然
災
害
の
発
生
し
や
す
い
状
況

で
す
。
気
象
庁
は
「
50
年
に
一
度
の
」、「
今
ま
で

に
無
い
よ
う
な
」
大
雨
、
台
風
等
の
異
常
気
象
情

報
を
発
表
し
警
報
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
徴
収
還
元
し
て
里

山
再
生
の
取
組
を
し
ま
す
。

　

当
組
合
の
森
林
環
境
保
全
、
整
備
、
再
生
を

担
っ
て
活
動
し
て
い
る
姿
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、「
自
分
の
山
は
何
処
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
」、

「
ど
ん
な
状
態
な
ん
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
頂
い

て
、
大
切
な
里
山
の
再
生
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

曽
田
）

販売品のお知らせ販売品のお知らせ
•くびき野１号
　（定価：￥500・引取：￥450）

•くびき野原木干しいたけ
　（税別価格：￥6,500 ～￥8,500/kg）
＊価格は変更になる場合がございます。

くびき野１号は土壌改良材です。
畑の土と混合することで土がきめ
細かくなり作物の生長を促しま
す。

種まきや苗を植える
前に混ぜ合わせてお
いてください。
　また、匂いがあり
ませんので使いやす
いのも特徴です。

乾燥させることで保存
性が向上し、旨味を損
なわずにもどす方法
は、水に浸して１日程
度冷蔵庫に入れるだ
け。おいしいだし汁と
旨味が詰まった椎茸に
戻ります。
低カロリーで食物繊維が豊富な椎茸は普段の
健康維持にとても良い食品です。

　

令
和
4
年
度
新
潟
県
森
林
ま
つ
り

に
お
い
て
、
県
発
注
、
弊
組
合
施
工

の
「
令
和
3
年
度
育
第
39
号
保
育
工

事
」
が
優
良
工
事
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
出
来
形
（
施
工
さ
れ
た
目

的
物
が
、
契
約
条
件
や
発
注
者
の
意
図

を
十
分
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
）
が

優
良
と
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
現
場
代

理
人
の
江
口
達
也
技
師
で
す
。

　

他
に
も
様
々
な
情
報
を
載
せ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

山
仕
事
の
師
匠
は
狐
が
人
を
化
か

す
と
本
気
で
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　

「
あ
る
と
き
い
つ
も
行
っ
て
い
る

山
の
中
で
奇
妙
な
感
覚
に
覆
わ
れ
方

向
が
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

正
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

は
は
あ
俺
は
狐
に
化
か
さ
れ
始
め
て

い
る
と
気
づ
い
た
。

　

そ
こ
で
近
く
の
木
に
登
っ
て
周
り

を
見
回
し
た
と
こ
ろ
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
に
こ
ち
ら
を
見
て
座
っ
て
い
る

狐
が
い
た
。

　

俺
が
狐
の
姿
を
見
た
も
ん
だ
か
ら

す
ご
す
ご
と
離
れ
て
行
っ
た
。
狐
は

人
を
化
か
す
が
、
人
に
自
分
の
姿
を

見
ら
れ
た
ら
化
か
せ
な
い
ん
だ
。

　

だ
か
ら
化
か
さ
れ
て
る
と
思
っ
た

ら
木
に
登
っ
て
あ
た
り
を
見
回
す
ん

だ
。」

　

幸
に
私
は
ま
だ
化
か
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
で
方
向
を
見

失
っ
た
ら
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
渡
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
化
か
さ
れ
た
ら
木
に
登
れ
」


